
(11月

人口 234，759人

世帯 75，447没務

(62年10月 1日現在)

(
先
日
行
わ
れ
た
地
町
民
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
綱
引
き
に
参
加
し
た
と
き
、
不
自

然
な
姿
勢
で
力
を
入
れ
た
た
め
、
足
首
を
ね
ん
ざ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
市
か
ら
見
舞
金

が
出
る
と
開
聞
き
ま
し
た
が
、
手
続
き
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
平
塚
市
で
は
、
今
年
の
四
月
か
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
安
心
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
専
念
で
き
る
よ
う
「
市
民
活
動
災
害
補
償
保
険
制
度
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
保
険
制
度
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

平
塚
市
市
民
活
動
災
害
補
償
保
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
市
民
活
動
中

険
制
度
は
、
市
民
活
動
と
し
て
ス
に
、
指
導
者
ゃ
リ
ー
ダ
ー
が
、
管

ポ
ー
ツ
や
文
化
サ
ー
ク
ル
な
ど
を
瑠
監
督
の
ミ
ス
や
不
手
際
で
、
参
保
叫
担
金
を
講
求
す
る
手
続
き
は
補
償
保
検
事
故
証
明
書
を
契
約
保

指
導
し
て
い
る
指
導
者
が
、
け
が
加
者
や
第
三
者
に
け
が
を
さ
せ
た
次
の
と
お
り
で
す
。
険
会
社
と
市
民
面
体
及
び
参
加
者

な
ど
に
よ
り
第
三
者
か
ら
損
害
賠
り
、
財
物
を
壊
し
た
り
し

γ、
法
事
吹
か
起
き
た
場
ム
『
市
決
留
に
通
知
し
ま
す
。

償
の
請
求
を
さ
れ
た
り
、
活
動
中
律
上
の
賠
償
責
任
を
食
っ
た
と
体
等
の
指
導
者
は
、
事
故
発
生
の
で
す
か
ら
、
地
区
レ
ク
リ
ヱ
1

皐
品
者
が
け
が
を
し
た
場
合
に
き
、
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
も
の
白
か
ら
十
凶
白
以
内
に
、
市
民
活
シ
ョ
ン
大
会
で
け
が
を
し
た
場
合

救
済
す
る
制
度
引
」
す
c

も
ち
ろ
ん
で
す
二
右
表
の
と
お
り
)
動
を
お
当
す
る
課
を
と
お
し
て
、
は
社
会
教
育
課
へ
、
健
康
フ
ヱ
ス

保
険
料
は
、
平
塚
市
が
全
額
支
払
傷
害
保
険
は
、
指
導
者
や
参
加
事
故
墾
口
書
を
地
域
づ
く
り
謀
ヘ
テ
イ
パ
ル
で
け
が
を
し
た
受
口
は

い
ま
す
。
者
が
、
急
激
か
つ
周
偶
刊
叫
扶
然
仇
門
ハ
な
事
故
に
提
山
出
凶
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
健
康
課
へ
、
、
序
醤

ζ
の
保
時
検
桝
制
度
は
、
賠
措
鍍
掛
阜
煮
貝
任
よ
り
け
が
を
し
た
と
き
、
宮
実
大
際
の
こ
の
と
岳
き
口
、
当
日
の
沼
動
に
つ
を
し
た
場
合
は
蝿
農
股
産
課
へ
履
け
る

保
険
と
雌
傷
清
h

害耳苦芭山保w検
の
二
種
幅
煽
拙
交
構
損
害
(
治
療
寵
費
賀
等
)
に
問
関
開
係
な
い
て
の
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
や
回
体
の

ζ
と
に
な
り
ま
す
。
ど
ん
な
場
合

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
く
、
定
額
の
保
険
金
が
支
弘
わ
れ
概
要
が
把
握
で
き
る
曹
創
刊
を
添
付
で
も
、
ま
ず
拘
事
課
に
相
談
し
て

賠
償
責
任
保
険
は
、
サ
ー
ク
ル
る
も
の
で
す
C
(

右
表
の
と
お
り
)
し
て
い
ぺ
た
き
ま
す
。
く
だ
さ
い
。

す

べ

て

の

市

民

活

動

ガ

対

象

提

出

さ

れ

た

事

故

墾

口

警

は

、

保

険

金

の

支

払

い

に

つ

い

て

地
域
づ
く
り
課
が
事
故
判
定
委
員
は
、
完
治
後
請
求
に
慕
づ
き
、
市

で
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
市
う
か
。
会
を
閤
聞
き
認
定
し
ま
す
。
認
定
さ

f銭
前
の
窓
口
で
支
払
う
こ
と
に
な

民
活
動
が
対
象
に
な
る
の
で
し
ょ
市
良
間
体
や
個
人
が
行
う
地
域
れ
る
と
、
平
塚
市
市
民
活
動
災
害
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
け
が
が
一
番
多
い

保
検
の
請
求
内
容
は
、
十
同
月
一
一
一
習
の
と
き
に
け
が
を
し
た
も
の
で

十
一
日
現
在
九
十
二
件
で
、
骨
折
す
。

が
一
番
多
く
二
十
八
件
、
切
り
傷
ス
ポ
ー
ツ
以
外
は
二
十
四
件

が
十
七
件
、
打
撲
、
ね
ん
ざ
が
各
で
、
自
治
会
の
草
刈
り
や
盆
踊
り

十
二
件
と
続
い
て
い
ま
す
。
の
や
ぐ
ら
解
体
作
業
中
に
け
が
し

年
齢
は
小
常
生
が
圧
倒
的
に
多
た
も
の
な
ど
で
、
「
一
一
両
齢
者
学
級

く
、
一
ニ
十
二
件
と
念
体
の
三
回
一
む
に
行
ミ
と
き
、
自
転
車
で
転
倒
し

を
占
め
て
い
ま
す
。
て
け
が
を
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い

種
白
刻
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
六
一
つ
ケ
I
ス
も
あ
り
ま
す
。

十
八
件
で
一
番
多
く
、
ソ
フ
ト
ボ
け
が
を
し
た
ら
、
担
当
課
か
地

1
ル
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
パ
レ
域
づ
く
り
謀
市
民
生
活
係
(
内
線

l
ボ
ー
ル
の
煩
で
、
試
合
中
や
練
二
関
西
)
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

年代別事故発生件数10!l31S現高

動
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
ご
質
問
の
地
区
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
け
が
を

し
た
受
言
、
保
険
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
こ
の
外
に
も
、
例
え
ば
「
夏
休

社
会
話
動
(
防
知
器
動
、
留
議
ご
み
に
市
外
か
ら
窺
せ
き
の
子
供
が

み
の
回
収
、
盆
織
り
、
運
動
会
等
遊
び
に
き
て
、
子
供
会
の
朝
の
ラ

の
自
V三
百
活
動
や
青
少
年
育
成
ジ
オ
体
操
に
参
加
し
た
と
き
、
け

活
動
(
子
供
会
、
育
成
会
の
活
が
在
し
て
し
ま
っ
た
」
、
こ
の
よ

動
)
、
社
会
教
育
活
動
(
料
理
、
う
な
場
合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

民
謡
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
の
文
化
・
ま
た
、
台
風
や
大
雨
の
と
き
、

趣
味
の
サ
ー
ク
ル
活
動
)
、
社
会
自
治
会
役
員
が
見
回
り
中
に
け
が

体
育
活
動
(
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
を
し
た
と
き
も
、
免
糞
と
な
る
地

本
泳
、
柔
道
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
と
麓
や
噴
火
、
津
波
等
ぷ
該
当
し
な

レ
ク
ジ
エ
1
シ
ョ
ン
活
動
)
、
社
い
の
で
対
象
と
な
り
ま
す
α

会
福
位
活
動
(
慰
問
、
手
話
遜
訳
た
だ
し
、
学
校
管
理
下
の
ク
ラ

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
)
な
ブ
活
動
や
部
活
動
、
ま
た
、
政

ど

で

す

。

治

・

宗

教

・

営

利

を

目

的

と

し

た

こ
の
よ
う
に
、
公
益
性
の
あ
る
活
動
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ご

市
民
活
動
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
活
浅
意
を
。
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(2) 飽和62王手寸司自158  

明る
政治意識の高揚を図り、明るい

選挙を推進するため、講積金を

開催する。望書ってご来場を。

とぎれ月25日(水)

午後1時30分-3時30分

ところ勤労会鍍

・演題 i襲撃と報道

a 鱗富市北村幸雄氏

〔朝日新聞記者)

主催平壕市選挙管理委員会

明るい選挙推進協議会

い
る
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
を
。

務

局

か

ら

の

お

知

ら

せ

資
源
ご
み
は
指
定
業
者
が
問
状

最
近
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
出
一
ル
が
起
き
て
い
る
地
域
が
あ
る
。
横
浜
製
刀
法
務
局
平
塚
出
張
所

ふ
ら
ふ
の
世
行
き
一
さ
れ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
ピ
ン
な
ど
一
平
塚
市
は
、
朝
八
雪
一
十
分
か
五
、
毎
年
十
二
月
に
受
付
す
る
件

一
の
護
源
ご
み
を
、
市
が
回
収
す
る
一
ら
収
集
業
務
を
間
開
始
し
て
い
る
の
一
数
が
、
通
常
の
月
の
了
五
倍
か

「
働
き
ざ
か
り
の
お
父
さ
ん
、
一
溜
し
丈
ふ
ら
ふ
ら
歩
い
た
り
、
一
八
時
三
十
分
車
、
持
っ
て
行
く
て
そ
れ
以
前
に
そ
の
よ
う
な
車
工
一
一
倍
に
な
る
。
特
等
言
、

閣
を
飲
ん
だ
と
き
は
、
交
通
事
一
路
上
に
寝
込
ん
で
い
て
、
交
通
事
一
廃
口
問
題
警
が
あ
る
。
せ
っ
か
石
見
か
け
た
民
書
ナ
ン
バ
ー
一
受
付
撃
が
増
大
す
る
こ
と
が
予
想

録
を
つ
け
て
よ
。
最
近
、
一
故
に
あ
い
、
死
亡
す
る
と
い
三
く
出
さ
れ
た
ご
み
が
消
え
て
し
ま
と
雪
を
確
認
し
、
環
境
衛
生
一
さ
れ
る
た
め
、
年
内
の
処
理
が
で

}
代
、
五
十
代
の
壮
年
者
が
飲
一

l
ス
が
目
立
っ
て
い
る
。
一
い
、
一
銭
に
も
な
ら
す
ヘ
ト
ラ
ブ
一
業
務
諜
へ
連
絡
し
て
い
た
だ
き
た
一
き
る
よ
う
、
次
の
日
程
で
行
う
こ

1
1
1
1
1
i
j
i
l
i
l
i
-
-
-
I
l
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-
-
i
i
i
l
l

一

い

。

一

と

に

な

っ

た

。

一
ま
た
、
資
源
ご
み
を
厨
収
す
る
一
一
〉
表
示
に
関
す
る
登
記
申
議

ご

み

設

費

露

出

ブ

ヱ

ア

吾

妻

に

2af--喜
Eす
る
も
の
ロ

w
g
〆
ャ
お
安
ゑ
羽
判
制
炉

J
A
i
F
J
V
ノ

一

ジ

エ

タ

l
の
慾
に
「
み
ん
な
の
一
丹
江
日
(
金
)
ま
で

一
地
球
を
大
切
に
/
資
源
問

s

実
地
務
査
を
要
し
な
い

ま
だ
鐙
え
る
日
開
鞠
も
い
っ
。
誌
い
一
日
九
日
守
主
雪
山
町
山
内
ip許申請

一

平

塚

市

)

月

浦

日

(

金

)

ま

で

ご
み
の
収
集
の
P
Rと
街
を
き
一
白
川
口
臼
(
臼
)
午
前
9
持
f

〉
午
後
一
ま
だ
使
え
る
ロ
拐
を
安
い
値
段
で

れ
い
に
す
る
た
め
に
「
ご
み
の
資
一

4
時

一

お

分

け

す

る

「

ご

み

の

中

か

ら

こ

源
化
フ
ェ
ア
」
を
開
催
す
る
。
盛
一
マ
会
場
中
央
公
民
館
と
浅
間
緑
一
ん
な
物
緩
」
ゃ
、
吉
本
販
売
コ
l

り
台
た
く
さ
ん
の
慢
し
物
を
予
定
し
一
地
一
ナ
、
、
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
〔
み

て

い

る

。

一

主

な

催

し

物

と

し

て

は

、

臨

時

マ
白
時
吋
ロ
月
刊
μ
日
(
金
)
1
U
一
ご
み
の
中
か
ら
出
て
き
た
、
ま
だ

誤報ひらつ力、第 436鷲

Eヨ符 12月 lHヨ ~13Eヨ

会場 中炎公蕊宣言、 j策調緑地
方たごみの中からこんな物産量

臨時ごみのにわから出てきた、たんすや

いす、机、洗濯機、自転車等、まだまだ

使える品物を拍せんで希望者にお分けす

る。(有料)

す吉本販売コーナー

資源ごみとレて出された古本を 1冊 20円

で売るc売り上げ金は社会福祉基金に寄付。

台分割クイズコーナ一、ごみ相談窓

ごみのことならなんでもオッケー。

官ごみのポスター、簿類展示会

小学生から募集したポスタ 標語の展示

をする。

合$くいとら

ちらかっている空き缶をつぶしてしまう。

官収集車線示コーナー

日常使用している収集車のイ上級みを兇て

もらう。

担当環壇部車境衛生業務課

十
二
月
四
日
(
金
)
か
ら
十
日
一

a

大
久
保
智
治
(
高
浜
台
お

(
木
)
ま
で
の
一
週
習
は
人
権
選
一

4
)

電
話
れ
j
一一四九一一一

関

で

あ

る

。

一

個

沖

津

キ

ヨ

(

大

神

二

七

五

一

)

お
互
い
に
人
権
の
撃
さ
を
由
繁
一
電
話
路

O
六一七
O

し
、
他
人
の
権
利
を
侵
さ
な
い
よ
て
宍
義
雄
(
宝
町
自
立
)

う
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
撃
毘

i
O五
七
二

市
で
は
、
こ
の
人
権
混
簡
に
あ
て
原
一
雄
(
入
野
一
八
六
一
一
一
)

わ
せ
て
人
権
法
律
相
談
所
在
閥
抗
研
一
浩
司
諮
問
叫
五
二
七
三

す
る
。
お
気
軽
に
ご
相
談
を
。
一
・
網
野
冴
子
〈
夕
陽
ケ
丘
幻

マ
白
時

U
R
1
5
(火
)
午
後
一
日
)
霊
話
公
六
五
四
0

1
時
1
4時
一

・

秦

窒

昭

(

馬

入

本

町

リ

片

山

)

守

会

場

市

役

所

市

民

格

談

室

一

電

話

n
i二
五
O
一一一

門
人
権
擁
護
委
員
}
教
祢
路
了
山
田
源
蔵
(
立
野
陀
げ
!
お
)

・
小
島
策
松
(
明
お
町
9
6
)
一

軍

訴

訟

i
O六
六
…
…

電
話
む
l

一O
八
二
a

松
井
洋
子
(
黒
部
品
4
3
i
9
)

a

志
村
良
平
(
平
塚
4

t

M

一
一
篭
話
お
コ
一
…
九
三

日

)

電

話

お

i
O五一一一一

。
一
融
持
品
嘩
組
制
談
日
月
四
日
(
木
)
、
日
用
制
日
(
火
)
、

四月
3
日
(
木
)
、
日
間
同
8
B
(
火
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
i
M
時

〈
〉
登
記
、
棋
託
、
測
議
相
談
ロ
月
日
日
(
金
)
、
日
時
1
日時

。
一
融
市
良
相
談
笹
臼
(
た
だ
し
、
土
曜
臼
は
日
時
ま
で
、
臼

曜
-
祝
日
は
除
く
)

O
消
費
生
活
相
談
日
月
四
日
(
金
)
、
訂
日
{
金
)
、
認
月
4
日(金)、

日時
1
日
時

。
定
例
年
金
椙
録
四
月
刊
日
(
木
)
、
叩
時
i
u時

。
尭
明
帯
車
特
許
相
談
ロ
月
7
日
(
月
)
、
四
時
1
日
時

。
下
請
取
引
相
談
日
月
四
日
(
木
)
、
日
時
回
分
5
日
時

。
住
宅
揖
談
日
月
日
呂
(
火
)
、
日
時
1
日時

驚
少
年
抑
制
談
愛
(
市
民
セ
ン
タ
二
階
)
お

i
七
一
一
一
一
一

月
1
金
曜
日
9
持
ら
同
時
ヱ
曜
日
は
日
時
ま
で

〈
日
唱
み
ご
と
は
か
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
ω

お

j
七
八
一
一
一

O

丹
、
土
瞳
臼
9
時

5
国
持
却
分

裕

社

会

館

お

i
一一一一一一一一一一一

心
心
配
ご
と
端
銭
毎
混
月
曜
日
、
日
時
;
日
時

。
母
子
相
談
揮
週
月
i
金
彊
口
、

9
時
1
四時

。
寧
縫
明
思
議
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
1
M時

。
高
齢
者
職
業
相
談
毎
遇
月
1
金
曜
臼
、

9
持
田
分
、
出
時

土
曜
日
は
四
時
ま
で

心
婦
人
相
談
毎
戸
議
3
木
曜
白
、
日
時
1
日時
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第 436呈吾

間
胤
閣
制
訓
火
災
件
数

直
接
即
時
註
笠
唱
が
き
て
い
た
だ
き
た
一
・
待
問

い

。

一

(

土

曜

日

は

午

前

中

)

マ
入
国
資
格
子
供
の
保
育
に
あ
て
場
所
市
候
所
付
歳
庁
舎
A
会

た
る
保
護
者
等
が
働
い
て
い
た
一
議
室

り
、
病
気
な
ど
で
昼
間
酪
刷
閣
を
み
一
な
お
、
現
夜
入
麹
中
の
児
蜜
の

る
こ
と
が
で
き
な
い
家
庭
一
更
新
に
つ
い
て
は
、
後
日
各
保
育

マ
申
請
用
紙
の
配
布
一
隆
で
密
接
を
行
う
。

・
期
間
ロ
月
幻
臼
(
木
)
1
m
一
問
い
合
わ
せ
は
、
忠
誠
皇
課
保
育

口

(

土

)

一

係

(

内

線

二

一

凶

)

へ

。

が ?jぐi

zユkr

とき 12J寺4E!(念)-各自(窃)

ところ獣どんち織ラスカホール

φ物産皇室
飛騨春慶、ーイ立 J]彫、工芸品、階磁器

銘葉、演物、みそ、銘酒、その他特産品

。観光渓

高山の紹介

高山市平場市

地域づくり課

主催

主宣 告

113 



(4) 招利62年守守月15包

市
東
の
紫
さ
ん
に
「
軒
世
間
の
自
転
車
一
対
策
」
や
「
ご
み
の
分
別
収
集
」
、
「
地
震
の
僚
主
な

ど
に
つ
い
て
、
意
克
を
お
聞
き
し
よ
う
と
、
住
民
実
掻
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
が
こ
の
ほ

ど
ま
と
ま
り
、
総
務
部
総
務
課
が
公
表
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
よ
う
。
こ
の
調
査
は
、
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
資
料
に
す
る
た
め
行
わ
れ
た
も
の
。
調
査
の
仕
方
は
、
住
渓
基
本
合
緩
か

ら
等
簡
闘
に
抽
出
し
た
二
十
歳
以
上
の
方
四
千
五
百
九
十
四
人
に
、
郵
送
で
ア
ン
ケ
l
k
を
お

願
い
し
た
。
回
収
は
一
一
一
千
四
百
八
十
人
で
、
七
五
s

八
軒
の
回
収
率
だ
っ
た
。

つ
い
て

115なだは駅苦言周辺!こ臼車君主笹や

バイクの高主主震をどう思いますか

湘南の農業を考える
沼時 11月26日 (木)

午後 2 時~4 時

会場県合間庁舎大会議室

ぐ〉申し込み・問い合わせ 沖i南I也氏

行政センター県民諜(電話22--2711)

地

震

対

策

に

つ

い

て

一

防

災

教

室

マ

電

話

、

¥

!

ん
A

ノ
ょ
う
。
い
ざ
と
い
う
と
き
勤
め
!

レ
戸
¥
ひ
と
〈
ι

先
や
家
族
と
重
を
し
な
く
て
い

…
¥
ピ
ヲ
め
れ
が
し
も
す
主
つ
に
、
弛
長
か
ら
な

/

p

，
i

へ
J
l
u
y
H
J

ち
合
わ
せ
を
十
分
に
し
て
お
こ
中

…
f
q一::う。マ
自
動
車

咋

警

戒

震

一

宮

間

幻

ー

(

物

資

の

潟

湾

学

校

や

J
緩
下

町
営
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
と
薗
の
子
供
の
迎
一
凡
な
ど
で
定
り
~

き
、
次
の
行
動
は
混
乱
を
給
く
回
る
の
は
混
乱
を
招
く
こ
と
に
a

の
で
一
絶
対
に
や
め
よ
う
。
な
る
0

7
買
い
出
し
・
買
い
よ
悶
め
マ
そ
れ
っ
避
難

「
人
よ
り
も
早
く
、
人
よ
り
特
定
地
域
以
外
の
答
戒
宣
言
ー

も
多
く
」
と
食
料
品
な
ど
を
買
は
、
「
避
難
せ
よ
一
の
合
闘
で

い
求
め
る
行
動
は
混
乱
を
招
く
は
な
い
。
や
る
べ
き
こ
と
を
や

こ
と
に
な
り
、
結
局
十
分
の
用
っ
て
、
地
驚
を
通
え
う
つ
心
づ

意
は
望
め
な
い
。
臼
ご
ろ
か
ら
も
り
を
し
よ
う
。

の
備
え
が
肝
心
で
あ
る
。

自

i
ド
レ
i

ま
す
か
。

答
川
河
延
期
的
一
一
O
%

を
持
ち
帰
る
四
一
・
一
一
一
%
な
く
な
る
と
、
ご
み
の
分
別
は
ど
は
「
説
明
書
の
と
お
り
」
り
ザ
が
②
と
き
ど
き
三
九
・
五
%

④
袋
か
ら
取
り
出
し
て
、
専
用
う
な
る
と
忌
い
ま
す
か
。
高
く
な
っ
て
い
る
。
③
つ
ま
っ
た
時
一
一
%

容
器
に
入
れ
か
え
る
五
答
⑦
分
別
さ
れ
る
凶
一
%
閉
口
排
水
管
の
清
掃
を
し
て
い
④
し
て
い
な
い
一
九
・
五
%

0
・

六

%

②

分

別

さ

れ

な

く

な

る

照

③
晶
慎
み
議
ね
て
あ
る
専
用
容
藷
二
'
八
%

を
取
り
は
ず
し
、
並
べ
る
③
わ
か
ら
な
い
一
六
・
二
%

一

五

・

五

%

「

分

別

さ

れ

る

」

が

「

分

別

さ

⑥
そ
の
他
二
五
・
九
%
れ
な
く
な
る
」
を
上
回
る
地
区
は

間
5

指
導
員
(
務
当
番
)
者
愛
車
塚
、
規
と
な
っ
て
い
る
。

く
こ
と
を
ど
う
患
い
ま
す
か
。
問
問
7

資
源
蒋
H
F
I

ご
み
を
市
が
翼

策
協
継
続
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
い
よ
げ
、
愛
袋
に
そ
の
翼
い
よ

一
一
一
了
一
ニ
%
げ
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と

②
慣
れ
る
ま
で
は
必
要
三
を
、
知
っ
て
い
ま
す
か
。

一

ニ

・

四

%

答

①

知

っ

て

い

る

七

三

・

六

%

③
数
年
間
は
必
要
二
%
②
知
ら
な
い
二
六
-
E
%

③
必
事
た
が
、
市
民
会
担
が
重
「
知
っ
て
い
る
」
の
を
み
る

す
ぎ
る
二
六
・
六
%
と
、
豊
岡
(
八
四
-
七
%
)
、
土

⑤
必
要
は
な
い
二

0
・
三
%
沢
(
八
了
一
一
一
%
)
、
岡
崎
(
七

⑥
そ
の
他
四
・
四
%
九
・
六
%
)
、
城
島
一
七
六
和
七

問
8

導
員
(
朝
事
)
が
い
%
)
の
頒
と
な
っ
て
い
る
。

間
1
i
l
賓
い
物
な
ど
を
す
る
策
液
懇
に
駐
車
さ
せ
る
べ
き
で

場

合

、

自

転

車

や

パ

イ

ク

で

行

く

は

な

い

二

下

回

%

i

!

こ

と

が

あ

り

ま

す

か

。

童

話

の

寅

い

物

な

ど

の

場

急

減

よ

き

あ

る

堅

一

二

ハ

%

言

霊

さ

せ

る

べ

き

だ

点

投

議

霧

②

な

い

五

六

・

四

%

六

0
・

一

一

一

%

集

。

弘

宣

言

ゑ

ω

①

毒

事

い

の

は

、

男

の

六

③

一

そ

の

他

子

一

%

収

か

》

ぷ

糸

町

議

議

被

告

す

雲

FP9ぶべき務総

担
当
主
同
刊
誌
」
主
人

r磯
野
換

な

っ

て

い

る

。

は

、

手

一

一

%

が

「

駐

車

さ

せ

み

怒

清

汁

%

疑

問
1
1
2
ど
こ
へ
撃
さ
る
べ
き
で
な
い
」
と
答

2
4
¥〆
怒
識

と

が

多

い

で

す

か

。

ウ

四

%

の

人

が

「

霊

さ

せ

る

は

て

紋

誌

吋

ふ

山

町

内

議

答
雪
転
車
(
パ
J

ク
)
駐
車
場
べ
き
だ
」
と
答
え
て
い
る
。
官
九
川
ぷ
品
川
誌
一
引
い
ん

Mmrγ

三

六

・

一

%

関

3

駅
周
辺
で
の
中
東
い
物
の
場
忍
つ
よ
，
叫

VM4

あ

に

d
M
O

山
崎
1
0

②

道

路

や

歩

道

主

・

二

%

合

、

慰

霊

室

長

位

な

ら

ば

ぷ

¥

ぷ

③
そ
の
他
八
・
七
%
歩
く
べ
き
だ
と
患
い
ま
す
か
。

「
道
路
や
歩
道
」
に
止
め
る
年
答
⑦
1
分
位
一
六
・
八
%

代は、一土一芋歳代がな占六竺ハ公一元%と一黒最黒最南②
3
分U
位
低
六
…

7-
七

%

生

活

雑

排

氷

に

つ

い

て

も
多
く
く
一
、
、
次
い
で
宝
平
歳
代
の
五
③
そ
そ
一
の
俄
一
コ
一
ニ
一
了
.
一
三
ニ
%
凶
:
.
s
i
i
.
、
i
i
h

九
-
一
%
と
な
っ
て
い
る
。
③
わ
か
ら
な
い
九
二
一
%
減
山
知
司
同
開

Z
己点

問問
2

慰
問
広
場
な
ど
に
寝
転
車
一
一
十
歳
代
か
ら
六
土
煎
代
ま
で

4

4

;

4

4

や
バ
イ
ク
を
露
翠
す
る
こ
と
に
つ
の
約
六
斜
の
人
は
「
3
分
伎
一
一
は
問
問
8

流
し
台
か
ら
く
ず
を
流
さ

い
て
、
ど
う
患
い
ま
す
か
。
歩
く
べ
き
と
答
え
て
い
る
。
な
い
工
夫
を
し
て
い
ま
す
か
。

(
い
く
つ
で
も
)

面管室
定患這

喜記長

去?iihzg間交ZT i i; 
jlj;;:;;!;jz! 
志参③挙事号令三ぺZ苦在九②き
22R君b f最重雪F727Z
吉己主要主翼 雲寺実5主旨:=

E去五 ?:ij間三
月マ会如 上野す干受氏 77ごとてア 5 u"'"マてマ t芝草E - ス第

戸時持者五まと員長註223詩ロ三時書開設号詰
iii12長手ミiifzU量fzpii?iii昔
露目 (会雲開ン 議平5楚き官需 3T宝筏i-警( 雲rs;jzくス 言日目集室震主i)号22512
審傍お聖位Z?京て苧佼Z季位Z警理了京選優お君主Zて位Y高是Z討佼

ii!?ii i?詩iisii;:ii;;許ii iiijRi i1 
1;;!ii;!i門iE;;iif;i i 

いつもどのような非常持ぢ

とおしおを用意していますか

住民異動届は、選挙、就学、国民年金、国民鴎損保

険、予防接種、印襲証明などのもとになる重要なもの

です。往所が変わったときは必ず14円以内に届け出を

してください。

届け出には、その万の氏名、住所、異動した年月日、

控前の詰所帯がわかるようにし、本人または世帯主等

が届け出ることになっています。

うその届け出をしたり、正当の理由がなく届け出をお

こたった場合は過料が科せられる場合があります。

楽担当 市民課市民異動探(電話23.-1111内線236)

llJ寺228(白〕
午後 1 時~3時45分

入場無料

会場中央公認館ホール

。書記念講演 f私の子育てJ
・講締 今井通子氏(登山家、控室部)

ο式典青少年鍵全育成功労者表彰
少年の主張作文入賞者表彰

青少年俸全脊成・非行化防

止穣諮入賞者表彰

問い合わせ 青少年草案育成保(内線 505)

と著書
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答
①
す
み
に
か
ご
を
備
え
付
け
て
い
の
は
土
沢
(
五

0
・
七
%
)
、
⑦
懐
中
電
バ
六
二
・
九
%
塚
、
岡
崎
で
、
年
齢
別
に
み
る
一
ワ
ル
ツ
、
ジ
ル
バ
、
マ
ン
ボ
ほ
か
一

い
る
七
五
a

五
%
域
島
(
五
八
・
九
%
)
、
豊
田
③
会
機
三
回
・
六
%
と
、
四
十
歳
以
土
か
ら
「
あ
る
い
一
マ
資
格
市
内
に
有
住
、
夜
勤
、
一

言
き
に
か
ご
や
網
を
取
り
(
六
五
二
一
%
)
の
鰻
。
③
飲
料
水
…
一
七
B

一

一

%

が
r
江
主
量
え
て
い
る
。
一
在
学
し
て
お
り
、
全
日
程
参
加
工

付

け

て

い

る

七

子

望

号

洗

濯

痢

洗

剤

の

棄

を

ど

の

重

量

誉

士

一

…

千

七

%

警

護

警

室

長

っ

て

一

き

る

方

一

後

一

語

、

明

の

あ

る

語

事

校

間
4
1
1

ご
み
の
分
別
翼
に

0
・

八

%

と

高

い

。

③

し

て

い

な

い

0
・

八

%

よ

う

に

決

め

て

い

ま

す

か

。

霊

量

品

三

ヲ

七

%

い

ま

す

か

。

一

マ

申

し

込

み

日

月

習

(

火

)

一

と

太

洋

中

学

校

で

、

第

八

開

ナ

イ

つ
い
て
、
ど
主
義
い
ま
す
か
。
間
4
i
2

棄
す
れ
ば
よ
い
と
④
そ
の
他
二
・
一
一
一
%
き
説
明
書
の
と
お
り
一
一
一
八
%
⑦
衣
類
ザ
了
毒
事
宛
っ
て
い
る
五
六
%
一
ま
で
に
、
所
苦
申
込
用
紙
章
一
タ
i
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
話
か

き
今
の
ま
ま
で
よ
い
五
八
・
恩
う
の
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ど
れ
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か
二
三
つ
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身
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の
工
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量
産
く
な
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め
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③
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用
品
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台
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⑨
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い
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率

が
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い

一
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と

δ
六
(
)
)
へ
。
一
今
疋
会
に
は
、
市
内
各
地
区
、

②
も
っ
と
工
夫
し
た
方
が
よ
い
き
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
主
と
燃
え
跨
望
書
済
み
の
食
襲
警
③
説
明
議
よ
り
少
な
め
一
審
に
毒
し
て
い
な
い
こ
の
は
平
塚
(
」
ハ
コ
ご
六
%
)
、
豊
一
一
各
グ
ル
ー
プ
な
と
で
編
成
し
た
一
一
一

三

子

九

%

な

い

ゴ

ミ

を

分

け

て

出

す

う

還

し

て

い

ま

す

か

。
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子
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田
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九
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域
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少

年
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事
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果
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③

わ
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七
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つ

で

も
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③

一

臼

分

章

一

一

一
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ゐ

%

年

齢

が

上

が

る

ほ

ど

、

非

常

持

七

割

五

%

)

の

績

で

、

「

知

ら

な

一

大

会

の

結

果

一

の

と

お

り

。

又
7

の

ま

ま

で

よ

い
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は

四

ト

②

ピ

ン

の

キ

ャ

ッ

プ

授

は

す

す

き

下

水

返

す

?

八

%

③

そ

の

他

了

九

%

富

し

品

の

用

意

の

事

高

く

な

い

い

の

率

が

一

知

っ

て

い

る

」

の

一

ア

優

勝

か

お

る

21ズ

歳
代
が
六
二
e

八
%
、
「
も
っ
と
三
二
7
一

一

死

②

図

形

化

し

て

ご

み

に

出

す

二

主

黙

は

「

自

分

懇

の

率

っ

て

い

る

。

濯

を

と

回

っ

た

の

は

神

回

、

金

一

第

十

六

回

平

塚

市

少

年

少

女

剣

一

2
位
長
持
ソ
フ
ト
愛
好
会

工
夫
」
は
、
六
十
歳
代
が
凶
③
ピ
ン
念
ど
を
入
れ
で
き
た
袋
七
守
五
%
が
高
/
¥
三
土
問
代
ニ
ハ
十
歳
代
間
何
時
街
全
殿
内
総
織
を
知
っ
て
問
、
土
沢
、
思
と
な
っ
て
い
る
。
一
道
大
会
が
、
十
月
十
八
日
克
度
三

i
佼
横
浜
ゴ
ム
航
部
ソ
ブ
ト

三
王
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芸
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5
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三
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5
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き
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芸
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=
E
戸
=
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2
2
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5
5
5
=
E
E
-
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2
5
5
5
5
2
5
2
2
5
2

一
体
育
館
で
一
関
か
れ
た
。
一
同
好
会

醐

一

今

大

会

の

出

場

者

は

、

八

百

十

一

、

A

げ
一
凶
人
。
熱
戦
の
結
果
は
次
の
と
お
一
ゲ

i
ト
ボ
i
ル

M

一

り

。

(

敬

語

二

大

会

の

結

果

ベ

一

{

小

常

生

男

子

}

…

ん
…
マ
1
年
俊
勝
石
m
即
時
文
、

2
一
第
十
一
一
回
平
塚
市
ゲ
l
k
ボ
l

一
位
恩
蔵
亮
太
、

3
位
小
杉
友
一
ル
大
会
が
問
問
か
れ
、
七
十
チ
I
ム

ヰ

一

宇

山

田

空

一

が

重

し

熱

戦

が

繰

り

広

川

と
一
一
〉
2
年
優
勝
往
時
誠
洋
、

2
一
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
。

引
一
位
石
山
浩
成
、

3
位
中
塚
一
円
V

優
勝
岡
崎
A

山

一

豪

胸

中

原

圭

介

一

マ

2
位
花
水
ク
ラ
ブ

マ
3
年
優
勝
多
出
費
弘
、

2
一
V
3
他
大
野
東
A

』
み
の
八
万
別
収
集
に
つ
い
て

今
年
の
市
民
市
は
、
会
場
に
湘
は
、
ち
ぴ
っ
こ
フ
ア
ソ
シ
ョ
ン
シ

南
ス
タ
I
モ
ー
ル
と
紅
谷
パ
ー
ル
ヨ
i
、
腕
相
撲
大
会
、
早
食
い
銃

口
1
ド
の
二
か
所
を
使
い
盛
大
に
争
、
七
夕
太
鼓
、
か
く
し
芸
大
会

一
汁
わ
れ
ま
し
た
。
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ド
が

湘
南
ス
担
l
モ
ー
ル
の
歩
道
に
行
わ
れ
て
い
ま
レ
た
。

は
、
た
く
さ
ん
の
手
作
り
ロ
聞
な
ど
会
場
に
訪
れ
た
家
族
連
れ
な
ど

の
模
擬
活
が
並
び
、
お
府
の
あ
ち
の
多
く
の
人
た
ち
は
、
心
の
こ
も

こ
ち
か
ら
は
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
っ
た
手
作
り
品
を
買
っ
た
り
、
イ

せ
」
と
い
う
掛
け
声
が
開
聞
こ
え
て
ベ
ン
ト
会
場
て
、
自
ら
ゲ
1
ム
に

い

ま

し

た

。

参

加

を

し

た

り

し

て

、

楽

し

い

ま
た
、
紅
谷
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
で
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
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うまく出来るかなヱ搾コーナー

手作り品で山積みされた模擬癌

4向ぷ

'" 

月
一
日
に
発
行
す
る
「
広
報
一
官
製
は
が
き
か
は
が
き
大
の
大

ひ
ら
つ
か
い
新
春
特
集
号
に
掲
載
一
き
さ
の
も
の
で
応
募
キ
}
。

す
る
、
「
私
の
年
賀
状
」
と
「
私
一
{
私
の
夢
、
僕
の
夢
作
文
募
桑
}

の
夢
、
僕
の
夢
」
の
作
文
を
募
集
一
新
年
を
迎
え
て
、
自
分
の
夢
や

す
る
。
い
ず
れ
も
締
め
切
り
は
、
一
し
た
い
こ
と
、
主
張
な
ど
を
亦
ベ

十
一
月
一
一
十
五
日
(
水
)
ま
で
で
一
る
。
紙
記
の
都
合
で
一
一
一
百
{
子
以
内
。

年
齢
は
関
わ
な
い
。
一
マ
応
世
帯
光
「
一
γ
山
平
塚
市
浅
田
川
町

{

私

の

年

賀

状

}

一

9

1

、
企
両
部
広
報
課
広
報

市
民
の
皆
さ
ん
に
向
け
た
年
賀
一
係
」
へ
郵
送
を
。
住
所
、
氏
名
、

一
状
と
し
て
、
今
年
の
扱
負
や
臼
俺
一
年
齢
、
撃
剤
、
電
話
ケ
忘
れ
す
に
の

一
括
な
ど
を
年
賀
状
胤
に
し
た
も
一
※
掲
載
に
つ
い
て
は
、
寄
涯
を

一
の
。
ま
ん
が
や
イ
ラ
ス
ト
、
写
真
一
し
、
俊
秀
作
品
ま
た
は
ユ
ニ
ー
ク

一
唱
す
を
人
れ
て
も
よ
い
。
一
な
作
品
を
載
せ
る
。

会
一
義
人
寸
じ
ま
字
文
乃
馨
段
取

ま
一
員
ー
ノ
一
一
一
品
開

J
d
S
3
3
U
4
Sタ
フ

も
棺
一
一
椀
一
白
月
ロ
ロ
u
ま
で
に
青
少
年
課
へ

カ一
~
精
一
昭
和
六
十
一
♂
ん
む
堺
市
成
人
式
一
が
し
で
あ
る
β

山
一
を
七
う
に
あ
た
り
、
成
人
式
を
迎
一
マ
応
募
刀
法
問
河
川
f
ぷ
め
原
稿

広
一
え
る
主
男
立
か
ら
記
念
作
文
を
一
応
枇
3
枚
以
内
に
、
型
イ
ン
ク
ま

紅

一

募

算

す

る

。

一

た

は

宅

ホ

;

ル

ヘ

ン

て

浮

く

同
一
マ
テ
!
?
成
人
の
ロ
セ
迎
一
ス
て
一
マ
締
め
切
り
口
バ
ロ
け
(
上
)

側
一
マ
応
募
資
格
沼
初
日
U

年
4
け
2
一
一
〉
応
募
先
青
少
年
課
内
成
人

日
か
ら
一
昭
和
心
主
4
汀
1
日
ま
で
一
式
実
行
委
員
会
事
務
付
(
門
線
江

に
生
ま
れ
、
J
1

塚
市
に
九
日
J

氏
守
録
一
ハ
〕
ム
ハ
)

05j!J丹念体湾銀(都話31-3057)
開地種毘 卓球、iノ、わミントン、パスケッ
ト、軟式庭球 (~168軒、パレー (16時~)

12月日目(月)午控 1時~午後8時

・12月21日(月ノ

と

11月28E!(ニ仁)
午後 1 時30分~4 時10分

会場中失公民鰭ホール
1部映鶴 トビウ才的ぼうやは

びょうきです(アニメ}

2書官コーラス まどかコーラス

3慾平和記念講演

講師 フジテレピニュースキャスター

逸見政孝氏

総務部総務諜

とき

ナ豆当

自由lこ利用できます
ただし、占用はできません

く〉金釘公民鯨体育館(電話31-2136)
'開融礎自 ハレー(9 時~13時〉、ハドミン

トン、卓球 (13時~16S軒、パスケット (16

日子~即時)、

。11月日日(丹)午前9時~午撞8時

12月 7 S (月) ノノ

・12fl21S (丹)グ
※12月ラ?の由し込みは12月 1日 9時から

l 各樽けともラケソト、シャトル、ポ

ルは各向持参を、また、 Iはさ用3軍動ぐ

つを用意すること。
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マ
金
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)
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品
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え
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熊
沢
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梶
山
泰
正
(
金
巴
小

6

ぬ
街
づ
く
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※吉沢公民館

※松延小学校

金目小学校

※みずほ小学校

※万回貝塚市営住宅

ふじみ野団地集会所

海宝寺

※豊田公民館

※田村ちびっヂ広場

城島公民書官

※絢婿小学校

※金巴公民館
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の容に曙れて見えなくなるすばる星(ブレヤ

デス星団)を観察する。〈害加自由〉

ー日時 11月27臼 (金)

・時間 18時~20時

・会場博物館科字教室、腫上

女体験生学習「おかざり作りJ
わらを憤ってiE月のおかざり( 文かざり、

輪かどぎり、ごほうじめ、玄関かざり)を作る。

・日骨寺 12月20日 (日)

即時間同時~15時

会場博物館科学教室

・申し込み 12月四包までに性捜はがきで。

多数のときは、抽せんで30人。

合事寄号普ふ:コーナ-fサマーセミナー援J
夏休みに開かれたすマーセミナーで、 ~Iご

とに咋った壁新聞、研究作品などを腫訴。

・生物狂 i}iiの汚れと是物」

'民部斑 「石仏を謂ベるJ
・歴史l'Jf 1*の利用と地帯J
e考古班 「遺跡を調べる」

会博物量宮年幸震を発売

・書名 平理市博物賠年幸耐0.11 750円

内容常設麗示室の全面農恭替え白軽撞

と、開舘時からの全農ホ賢料のリスト。

官悼舘認 毎週月埴田、 11月248

会博物輯 〒254浅間町12-41 電話33…5111

1) 

プラネタリウム室のドームスクリ

ーン補快工事のため、 12月ユ日から

プラネタリウムの投影は休槙とな

る。お間違いのないように。

・期間 12月 1日(火)--27日(日)

合理是 E霊 会
oll月22臼(臼) 四時、 14時 3階ホーノレ

「男はつらいよ 浪花の恋の寅次郎 j 

カラ -104分

③月13S (，ヨ 10時、 14時 3暗ホノレ

「第三三む男」 白黒105分

会開摺時間

司貸出烹、書考室 9 時~16持5C分

a こども室火~土曜o 13時~16持50分

5曜日 9 時~16時50分

台体舘関 電週月曜日、日月24日

台関醤鋪 '9"254担問町12-41 電話31-0415

会16ミ1)咲主客機操作技術講習会
16ミリ映写機の操押技荷を習揮してもらうた

め、講習会を開く 0

・日極日月208 (金 ~21 日〈エ)

時間 9時国分~日時四分
ー会場図醤館3階会議室

・対象 市内在也、在勤、在学者 30人

・費用日O円(テキスト代〉

噌持書するもの は之さみ、筆記用具、弁当

a 申し込み 図書轄 1階損聴覚ライブラリー

(定員になり次第締め切り)

会こども綬E霊会
@11月日出(沼 10時、 14時 3階ホノレ

「名馬物語」 カラ一日分

母12月 5日(田 10時、 14時 3階ホーノレ

「お月さんももいろ」 カラ 24分

「くすの葉ぎつねJ カラー26分

「お百姓の足、坊さんの足」 カラ 22分

合援を見る会rJ寺@木星ーすばる裳J
上弦前の月面や木展、そして大みそかに月

116 

会ミニ討議会f新人類の戸告を聴くj
青少艇はf可を考え、らJを望んでいるのかな
ど、親の生き方と家践について話し合う。
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[1圏別接種〕

醸対象満3か月以上 4歳未満の乳幼

覇接種方法開業医、病院て接樽で

きる。主治医とご相談を。

離料金持料

盟県険証、母子焼成手帳を古参

〔集団接種]

調第1期対魚は2歳以と4歳未満の

対児。3Jm;聞から8.1車問の間隔で3巨J

受ける } 

翻窮2期第l闘の3回目白接種円か

らl旬以上ド手6か月以巧に弓受け

る。

関日時 11月20日 午後 1時30分~

39寺

関会場保健センタ

ちゃ九
合平塚市真ゴ二1285--3 --401 日

産宣体第 4車両課にお勤めの井上

出多力Eさんは8議)とまりヂさん

(26罵)の民男。 62年 2月13日生

言葉れ。身長69cm、体重9.5kg

パパがかわいがってくれるせい

か、よそのおばちゃんより、おじ

ちゃんの万が好きだそうで、歓迎

してくれた。最近、歩行器で部属

中を走り羽り、元気がよすぎてふ

すまを破ることも。突しみは、パ

パとドライフに叶くことだ。

消費生活モニター30入による10F!(1)平均鱈格

|品思|規格

粉右けん 3kg

合成推剤 2_65kg

サラダ油 700g 

しょう油 11 パック

ムty土|田m4個人
臨肉i 肩10ug
鶏 卵 1 M1剖隠入

まあじ|丸100g

じゃがいも 1kg

みそ 1kg

禽パン斤

ツ

2時円

258円

231円

165円

153A 

150F守

195F弓

320円

151Pi' 

166円

333円

248円

216円

163円

153円

138FS 

243円

314円

145月

181円

74歳以上の方に、はり、きゅう、あん

ま、マッサージ、指!Iの助成を行ってい

る。

。受持襲券のきまfす
大正2年 5月 316以前に生まれた方は 6枚。

大正 2年 6月 1臼から大正 3年 3月までに生

まれた方は、 74歳になった汚から 2か月に 1

枚の叡合で交付する。ただし、 74歳の期間に

ついては、ご本人の市民税房刊号事長績がi課税さ
れているj5は、対象外。

o密己負担額 1枚につき 600円

く〉臨し込み 印鑑および健康手帳または健康保

検証を持書のうえ、福祉総務課(内綿 219)

"'。

£広報室Fらつか

醐受付午後l持~2 時

離会場保健センタ

揮母円建旗手帳本冊・別冊、筆記用

具、曲ブラシを持番

[ 3ヵ、月L官]

'12月 25 62年 8 月 3 日~10 臼

・12月四日 62年 8 月日目~20 日

・12月羽田 62年 8 月 21 日 ~31 日

[1車 6か月児]
• 12月 1日 61年 6月 1日--__10日
12月 8日 61年 6 月日日 ~20日

• 12月 15 臼 61年 6 月 21 日~J06

[3歳児]

• 12月 3 日 59年 10月 16~10 日

12月 17 日 59年10月 lla~20 日

・12月羽田 59年四月 21 臼 ~31 臼

妊娠中の心得、栄養のとり方、蔀

ちゃんの育て方、安産のために必要

な知識不刈本操・呼眼法などを学ぶ。

主治医の許可を得てから書加を。

舗前期(妊雄 6か月までの方)

・12月 7目、 14日
関桂期(妊娠 8か月以降白方)
・12月21白、日

覇時間午後 l 時30分.~ 4時

第 436号

醐会場イ呆健センター

購申し込み 当日事接会場へ。

輯母子器購宇張、筆記用具、スラッ

クス(7日と21日〉、さらしと裁縫道

具 (14日〕を持番

輔対象 12n中に 8か月から満 1歳

になる務先の母親

韓日時 12月四口 午HíJl O時~ll時

盟会場平塚傍封建所

瞳母子憧康手帳c筆記用具を持参

盟対象 2産業6か月までの乳幼児

盟会場事塚保健所

醸相読臼 12月 7呂、 14日、日

臨時間今前 9 時~10時(受付)

翻申し込み 電話で平塚保偉所へ予

約する。

生後10か月b、ら12か月未満の諦ち

ゃんが受ける健康君子査。くわしいこ

とは平理保憶所へ

施設案内

@樺憧センター

中里34-17 電話34--0311

神奈中農業高校行パス「医療

センター青空j下車

骨平課程醸所

豊原町 6 電話32--0130

袖幸中秦野行パス「追分J下
車

i!i7;!jjj:!! 

。菜議開 12.F:l 4 Eヨ〈会)

~ 6 Eヨ(段〉

.午前9時~午後5時

。会場中央公民鰻

市民ギャラリー

よい子の絵本コ ナーもあります

主担当 中央公民館電話34-2111

i;!iiii議 ii
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外
霞
人
と
婚
姻
し
た
日
本
人
女
性

か
ら
生
ま
れ
、
昭
和
田
年
1
月
2
臼

現
在
却
費
京
満
の
方
は
、
日
月
回
目

(
木
)
ま
で
に
法
務
大
臣
に
届
け
出

る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
関
籍
が
取
得

で
き
る
。
詳
し
く
は
、
横
幌
地
方
法
務
局
小

田
鹿
支
局
(
電
話
。
四
六
五
回

。
…
八
一
)
へ
。

拡報ひらっち、

瀬
泉
徴
収
義
務
者
等
を
対
象
に
、

昭
和
由
年
分
年
末
調
整
の
仕
方
、
各

種
調
書
白
書
き
方
な
ど
に
つ
い
て
の

説
明
会
が
聞
か
れ
る
。

{第
Z
図
説
明
金
〕

7
日
時
日
月
日
四
日
(
木
)
午
前
9

時
却
分
ら
午
後
0
持
泊
分

マ
対
象
出
関
道
工
号
線
よ
り
北
側

で
国
道
四
号
棟
よ
り
東
例
区
場
白
方

{第
2
関
説
明
会
}

マ
日
時
日
月
回
日
(
木
)
午
後
1

時
回
分
、
4
時
加
分

マ
対
象
日
国
道
1
号
線
よ
り
北
側

て
鴎
道
別
号
操
よ
り
西
側
区
壇
の
方

第 436号

{欝
3
間
凶
説
隔
日
金
}

マ
日
時
日
月
訂
日
(
金
)
午
改
1

時
回
分
1
4時
泊
分

?
対
象
旧
霞
道
工
号
纏
よ
り
南
冊

広
域
の
万

・
会
場
い
ず
れ
も
長
興
装
会
館
講

堂
(
平
塚
駅
南
口
)

問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
税
務
署

(
電
話
担
一
回
0
0
)
へ。

{
花
壇
、
四
ツ
自
壇
の
作
り
方
}

マ
日
程
孔
月
抗
日
(
火
)
う
羽
目

(
向
付
)
の

5
日
間

・
時
間
午
前
8
時
叩
分
う
午
桂
4

時
日
分

マ
定
員
日
人

〔
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
ア
ク
溶
接
〕

マ
日
開
明
日
月
担
日
(
火
)

i
ロ
月

7
日
(
月
)
の
四
日
間

・
時
間
午
後
6
時
1
9時
叩
分

マ
定
員
叩
人

{
機
械
工
作
法
}

7
日
程
日
月
回
日
(
水
)
Y
U
月

目
白
(
月
)
の
ロ
日
間

・
時
間
午
後
6
時
1
9時
四
分

マ
定
員

5
人

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
県
立
平

塚
高
等
職
業
技
術
枝
一
電
話
回
一

九
二
二
)
へ
。
受
議
料
・
燕
料

県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
(
電
語

。

間

六

六

幻

二

一

一

二

で

き

は
、
揖
人
を
対
象
と
し
た
次
の
講
座

を
開
く
。
〈
会
場
-
間
セ
ン
タ
ー
〉

{
え
の
し
ま
女
性
覗
函
の
つ
ど
い
〕

7
日
程
日
月
白
日
i
u月
四
日
の

毎
週
土
曜
日
・
全
5
問

時
時
午
後
1
時
3
4時

マ
講
師
フ
リ
1
ラ

イ

タ

村

瀬

春
樹
氏
ほ
か

マ
問
い
合
わ
せ
一
先
間
セ
ン
ヌ
;
生

涯
学
習
部
(
内
練
五
六
二

{
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
誘
塵
〕

マ
臼
握
日
月
回
日
へ
水
)
、
四
日

(
日
)
、
日
月
i
日
(
火
)
・
全
3
百

時
間
午
前
日
時
1
午
後
4
時

マ
講
師
福
祉
教
育
研
究
会
主
宰

木
庫
孝
久
氏
ほ
か

ヤ
問
い
合
わ
せ
先
周
セ
ン
タ
ー
福

祉
部
(
内
掘
五
二
こ

昭
和
田
年
4
月
に
開
校
す
る
樺
湾

職
業
訓
練
短
期
大
学
校
横
浜
校
で

は
、
初
年
度
の
学
生
を
事
草
す
る
0

7
募
集
定
員
港
返
流
通
軒
E

港
湾

運
輸
科
各
却
人
(
男
女
不
問
)

7
応
募
資
格
高
事
者
一
昭
和
田
年

3
月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
)

マ
願
書
受
付
昭
年
日
年
l
月
日
日

1
2月
3
臼

マ
試
験
日

2
月
抗
日

詳
し
く
は
、
港
湾
職
業
訓
練
短
期

大
学
校
横
浜
校
開
設
準
備
室
宇
部

横
浜
市
中
氏
本
牧
ふ
頭
1
・
電
話
。

泊
五
六
二
一
五
九
九
九
)
へ
。

青
色
申
告
説
明
会
が

平
嘩
税
務
署
で
は
、
青
色
申
告
決

算
お
よ
び
年
末
調
整
等
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
開
く
。

中
日
時
ロ
月
8
日
(
火
)
午
後
1

時
四
分
〈
〉

守
会
場
平
理
官
工
会
議
所
(
平
蝶

駅
南
口
)

ヤ
持
参
す
る
物
平
塚
税
務
署
か
ら

送
付
さ
れ
た
諸
用
紙

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
蝶
税
務
署
青

色
申
告
担
当
(
篭
話
口
一
回
0
0
)

ウ
ォ

i
ク
ラ
リ
!
開
聞
く

ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
ゴ
v

ル
そ

目
指
す
、
わ
く
わ
く
高
鹿
山
ウ
オ
ー

ク
ラ
リ
!
大
会
が
持
か
れ
る
。

マ
日
時
日
月
四
日
(
日
)
午
前
日

時
1
午
後
2
時

ヤ
対
象
青
少
年
と
そ
の
家
族
百

五
十
人

マ
コ
ス
県
立
柑
南
青
山
ア
年
の
ま

5
高
腫
山
1
湘
南
平

申
し
込
み
は
、
日
月
同
日
(
木
)

Y
5時
日
月
刊
日
目
(
木
)
午
後
4

ま
で
に
、
県
立
湘
南
青
少
年
の
ま

持
品
分
3
6
時
担
分

(
電
話
出

1
0六
七
六
)
へ
。

マ
会
場
東
海
大
学
相
隅
校
舎

健

康

電

話

サ

ー

ビ

ス

一

マ

講

師

東

海

大

学

教

捜

浅

田

敏

神
奈
川
県
保
検
医
損
金
(
電
話
口
氏

2

一
マ
横
題
東
海
地
盤
ー
そ
の
予
知
と

四
五

i
E
五
三
一
一
四
一
一
一
世

対
蹟

は
、
電
話
を
過
し
て
鰭
麗
を
届
け
る

マ
問
い
ふ
口
γ
り
せ
先
東
海
大
学
湖
南

た
め
、

2
時
出
い
つ
で
も
聞
け
る
健

F

i

蔑
電
話
サ
ー
ビ
ス
(
吾
4
拍
一
心
四
五
l

公
開
セ
ミ
ナ
!
委
員
会
(
電
話
日

一
一
一
一
一
)
へ
。

豊かな経験と能力を生かして

四
五
三
一
一
一
一
一
三
〕
や
年
穴
施
し
て

い
る
。
守
口
だ
の
テ
マ
一
月
)
長
げ

さ
、
(
火
)
め
ま
い
と
立
ら
く
ら

み
、
(
ホ
)
不
正
校
合
の
い
ろ
い

ろ
、
(
木
)
冬
の
皮
閣
情
、
(
金
)
懐

秘
の
治
曹
と
予
防
、
(
七
日
)
妊

娠
と
現
理

く〉白穏
11月四日 10時-15日寺 ダイクマ平塚庄(なでしこ

ライオンズクラブ)/12月 12610時 ---15時平塚釈

北口

く〉ご協力ありがとうごd"lパました(10月)

平塚駅北口44本、紅苔パ Jレロード〔平塚ライオ

ンズクラブ)129本、平塚駅南口36本、ダイクマ平環

尽(しらさぎライオンズクラブ)106本、東海大学368

本、古河時株金属工業株式会社16本、問中黄金属工

業株式会社日本、臼本エアーフィルタ 株式会社60

本、日本クラワンコJレク株式会社49本

合計858本

そ室長 F円必議験、 だ与「をお交差とY号式雪子
五詰丹江詰EEJ訟鱒鱗}命豆手空き足長主おS253
mHfJ山蜂特轡 ;522iFHhi
iii;iZ11!51諒誌!iiiii:!?iif
zjiiiiiiiitiiz317iiiiiifiiii;i 
けこし、ばの気に、でれ 成強い子れくつ荷な前庭すは553警Z白石マ521き詳;己苦言肝三宮市咋民T
E山155ff2222ifisHi?iigiif!5;
霊童九蕊寺云ぞミぁ主そ会5だき露足芝 Qそ問足2季語主義寺ま主EZE雪くおおぎ己主 p
、ま!?」liR22E11izi?ドE子450ii;;h詩2注目きと
E45 L。hd署5251;七;守守幸守主員長日。計2
1iijii:i;iiiEEど;ihimiiiiiiifiii
お宅~ミ空会全でえて宮扇む書室主身響審議轟欝弘之きき主そま号古:とぞ定喜志
答足三室口氏宣車窓号室雪伝更旨写室犠麟轟盤よ記長究会ZEE完旨ぞ足時見毛君主空間52df号訴22子三島21盟諸調!二時宗主2EE255事?誌と号
雪、 ご訪中詞鐸鍾盟l警片あか竹、製」見212RiffE只553掛警官。計七空52382をお i

~ ~喜一亡こ芸喜 55- 霊訪主完 電宣言宮戸 支えー 主てささ 32 5壁一三

!i11izi iiifi;弓i;ii!iiiiili iziiiliiiii ii!??iiiii i111;! 
日三高差 252足zziEEoH片山軒53均七月号日き323522i害事5532512
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11喜

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
昭
和
臼
年

4
月
に
ヲ
ナ
供
が
高
校
、
大
学
等
へ
進

学
す
る
京
躍
に
、
必
要
な
資
金
を
融

資
し
て
い
る
。

マ
融
資
額

1
進
学
者
当
た
り
日
一
刀

円
以
内

門

v
取
持
車
両
昭
和
白
年
日
月
1
日

記

4
月

マ
問
問
い
合
わ
せ
一
先
隠
民
金
融
公
庫

小
田
原
支
自
(
電
話
。
四
六
五
幻

ー
…
一
二
七
五
)

戸
塚
判
明
護
士
電
話
幻
一
回
。

O
)
で
は
、
税
を
知
る
週
間
の
一
環

と
し
て
無
料
税
務
山
刊
誌
を
開
/
¥
C

マ
日
時
日
月
口
日
(
火
)
午
前
日

時

js午
後
4
時

守
会
場
吊
伊
勢
同
組
と
う
き
掬
う

5

階
税
務
相
談
コ
!
ナ
i

-

一

生

き

が

い

事

業

ん

持

団

に

頼

ん

で

葉

闘

の

手

入

れ

を

し

て

も

ら

っ

た

話

み

を

近

所

で

聞

き

ま

レ

た

が

、

ほ

の

閉
山

か

に

ど

ん

な

議

議

の

仕

事

を

級

業

っ

て

い

る

の

で

し

ょ

う

か

。

事

る

ま

た

、

申

し

込

み

方

法

に

っ

す

い

て

も

お

知

え

て

く

だ

さ

い

。

を

み

〈

花

益

出

加

藤

蓋

世

代

議

氏

〉

込

平
田
都
市
生
き
T

り

お

答

え

一

古

折

い
事
業
団
は
、
高

齢

者

(

六

十

歳

以

上

)

の

豊

か

わ

な

経

験

ど

能

力

を

社

会

に

役

立

チ

て

て

も

ら

う

と

戸

同

時

に

、

そ

の

マ

家

事

手

伝

い

、

寧

守

番

販

は

二

か

月

佼

お

待

ち

い

た

だ

中

か

ら

白

ら

の

生

き

が

い

を

見

マ

寮

な

ど

の

管

理

く

こ

と

が

あ

り

ま

す

の

で

、

ご

い

出

し

て

い

た

だ

く

こ

と

を

巨

マ

公

開

晶

、

駐

輪

場

の

清

掃

や

整

了

承

く

だ

さ

い

。

的

に

、

昭

和

五

十

五

年

に

設

立

理

、

な

ど

で

す

。

仕

事

に

つ

い

て

は

、

こ

の

外

さ

れ

ま

し

た

可

な

お

、

仕

事

の

申

し

込

み

に

に

も

い

ろ

い

ろ

あ

り

ま

す

の

現
在
、
約
六
百
五
十
人
の
方
す
。
主
な
仕
事
は
、
つ
い
て
は
、
植
木
の
手
入
れ
以
で
、
平
塚
市
季
語
が
い
事
業
団

が
会
員
と
し
て
登
録
さ
れ
、
市
マ
除
草
や
清
掃
な
ど
の
較
作
業
外
は
槌
特
電
話
て
受
け
付
け
て
(
電
話
ね

i
二
一
一
…
一
一
一
五
)
へ
、

市
な
マ
植
木
の
手
入
れ
や
笥
単
な
大
い
ま
す
が
、
草
刈
り
、
除
草
、
お
尋
ね
を
。

工

仕

事

大

工

仕

事

な

ど

は

、

多

忙

な

時

〈

福

祉

総

務

謬

(
敬
↑
称
略
)

マ
社
会
福
祉
基
金
へ
中
村
缶
五

郎
二
千
円
、
ロ
人
会
一
エ
円
、

諸
橋
駒
次
-
八
重
子
七
千
円
、
日

瑳
車
体
(
株
)
二
十
八
万
五
千
三

百
五
卜
円
、
成
田
昇
一
万
円
、
岡

崎
矢
崎
自
治
会
一
方
四
千
三
田
八

寸
五
円
、
(
株
)
雅
書
箱
半
球
平
安

間
百
万
円
、
花

h
兼
美
八
十
万

円
、
神
崇
川
福
祉
吾
輩
協
会
八
↓

万
円
、
鳥
海
揮
一
一
万
円
、
大
谷

友
子
六
千
円
、
神
部
幸
蔚
六
千

円
、
林
磨
海
浩
一
千
七
百
八
十
八

円
、
頼
朝
隆
五
千
円
、
田
中
省
吾

二
十
百
五
十
九
円
、
花
水
老
人
大
学

同
窓
会
五
千
五
十
五
円
、
手
域
市

母
親
ク
ラ
ブ
連
絡
会
一
二
万
円
、
下
一

部
住
し
ら
さ
ぎ
会
一
千
二
百
一
一
十

五
円
、
(
有
)
つ
く
し
看
護
婦
家
政

婦
紹
介
所
一
万
円
、
梶
原
光
令

一
千
一
…
百
四
十
八
円
、
岩
由
紀
子

一
↑
-
万
円
、
鈴
木
棟
枝
一
二
千
円
、
市

民
ホ
ー
ル
棺
談
室
窓
口
四
万
六
千

二
百
五
十
三
円
、
公
団
住
宅
耳
理
団

地
自
肉
ム
広
一
一
千
五
百
五
fr

…円、

つ
も
芝
完
走
洛
ム
口
五
千
円
、
市
民
ア
一

カ
デ
ミ
・
さ
わ
や
か
耀
廉
づ
く
り
一

六
百
円
、
社
会
福
祉
大
会
募
金
箱
一

百
九
L

丹
、
平
場
青
年
会
議
所
五
一

千
円
、
泣
嘩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
フ
一

万
円
、
平
場
南
口
夕
日
i
ク
ラ

フ
↑
刀
円
、
平
埠
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
一
万
円

マ
社
主
福
祉
へ
・
楢
崎
輝
夫
一
一

千
内
マ
恵
ま
れ
な
い
子
へ
・
磯
崎
勉

一
千
円

マ
交
通
事
端
児
へ
・
清
持
身

円
、
関
根
幸
夫
五
千
円

犬、猫の巡毘収容
県動物3保護センター(電話ー 58~3411) で

は、のら犬、のら猫の増加と、犬、描による

危害を防ぐため、今回も次の日程でいらなく

なった犬、猫の巡隠収容そ行う。

当日、犬を出される方は「印鑑J犬心鑑札」
「注易古溝車Ji愛犬手帳」を持事のうえ金場へ
お出かけを。なお、収容車の停留時聞は10分

間。また、描は麻袈ヵ、ダンホール箱に入れて

いただきたい。

12月5沼 (ニ仁) 12月12日 (こと)
9 : 00 神田公民臨 9 : 00 松奈公毘館

9 : 25 大野公民時 9 : 20 讃宮公民館

9 : 50 豊田公民館 9 : 40 花水公民舘

10: 10 城島公民臨:10 . 00 富士見公箆臨

10 3C 金田公民館:10: 30 中直公民館

10: 50 問崎神社前， 10: 55 旭公民轄

11 : 10 念日公民館 11 : 15 吉沢公民輯
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